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取扱説明書
盤盟国圃-園田盟置園園田盟国盟国盟国田園園田園圃圃園田園薗園田副置薗置薗圃置園箇-圃圃薗

ササキ商昂をお寅よげいただき\誠!こありがとう

ございます。ご使用前に本書をご黙読され、安全

で能率の良い作業を行ってください。

尚、本昆の矯修用部昆の供給年限は、製造打ち切り後9年と寂します。但し、供給年限内て・あって

も、特殊部昂につきましては、納期等についてご相談させていただく場合もありま写。

ヨ三塁建言者タ王

まy 式 HN 1250D-4S 1 Hれ250D-3S I HN1250D由OS HN1250D 間1250-4S I HN1250-3S I H問問 1 ~HN1250 I 
適応トう 7jKW(PS) 18. 4~36. 8(25-v50) 18. 4"'36. 8(25~50) 
作 業 巾 (cm) 1.2 0 120 

作業深さ (cm) 最大 30 、標準 1 5 最大 30、標準 1 5 

作業速度 (km/h) 0.5--2.0 0.5--2.0 

作業能率〈分/10a) 2 8...._ 1 1 0 28--110 

装 着方法 日農工標準オートヒッテ 3 P -0 , 1 標準3P-O ， 1 日農工標、準オートヒッチ 3P-O ， 1 傍3P-0 ， 1 

様体 全長(mm) 2020 2090 2 2 90 2290 

寸法 全巾 (mm) 1 400 1 400 1 400 1 400 1 400 140 0 

全高(mm) 1 6 1 0 108 0 1 080 1 080 1 080 

~ 民=ー 重 (kg) 380 380 365 360 360 340 

オートドロッパ 標準装備 オプション設定

コンテナ台 オプション設定 標準設定

|マルテトール オ ブシ言ン設定 オプシヲン設定



ササキ商品をお質上げいただき、

誠にありがとうございます。

はじめに

@との取扱説明書はパワーハーベスタの取扱方法と使用上の注意事項について記載してあ

ります。ご使用訴にゆ必ず1 との取扱説明書を烹掬するまでお読みうえ、正しくお取扱

いいただき、最良の状態、でご使用ください。

。パワーハーベスタはニンニク等の掘り取りをする作業機です。その他の自的で積舟しな

いでください。

。お読みになったあとも必ず製品に近接して保存してください。

@製品を貸与または譲渡される場合は、この取設説明書を製品に添付してお渡し下さいお

。との取扱説明書を紛失又は損鍔された場合は、速やかに当社又は当社の特約店 g 販売

店にご注文ください。

-なお、品質毒性能向上あるいは安全と、使用部品の変更を行うことがあります。

その擦には、本番の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場

合がありますので、ご了承ください。

-ど不明なごとやお気付きのととがございましたら、お畏jこげいただきましたお店、ま

たはお近くの特約店・販売店‘農協にご相談くださいn

・&剤寸きの下記マークは、安全上、特に重要な項目ですので、必ずお守りくださいa

&危険

&鎧t
詰這 Zコ

&注意

その警告叉に従おなかった場合、死亡または霊壌を負うことにな

るものを意味します。

その饗告文に従わなかった場合、死亡又は重傷老実う危険性があ

るものを示します。

その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを

示します。

@との取扱説明書には安全に作業していただくために、安全上のポイント「安全に作業

をするためにJ を記載してあります。使用前に必ずお読みください。

(1) 



安全に作業をするために

本捻をご使用になる前に、この取扱説明書をよく読み理解した上で安全な作業を行って下さ
い。安全に作業するため、ぜひ守っていただきたい注意事項は下記のとうりですが、これ以
外にも本文の中で rA警告サインJ として説明のつど取り上げております。

一-3fT交泊勺ナよ主主元主主貫目

� 警告 こんなときは作業をしない

過労・病気・薬物の影響、 その他の理由により

作業に集中できないとき。

沼を欽んだとき。

妊娠しているとき。

18才未満の人。

A 警告 作業に適した服装をする
はち巻き・首巻き・辰タオノレは禁止です。 ヘノレ

メツト・滑り止めの付いた靴を着用し、作業に

適した防護異などを{寸け、だぶっきの無い服装

をしてください。

〔守らないと〕

機械に巻き込まれたり、 滑って転倒す石おそれ

があります。

~~;~\ 

-Xムヘ占lu・

込 警告 楼械を他人に貸すときは取扱方注を説明する
取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」

を必ず読むように指導して下さい。

〔守らないと〕

死亡事故や童大な傷害、

おそれがあります。

機械の破損をまねく

(2) 



イ/戸芸達 cっす守 Z こ

� 警告 点投受備中はエンジン停止
点検・受信・修理または、掃除をするときは、必ず

エンジンを停止してくださいd

〔守らないと〕

拷技の下数きになるなど、度害事故をおこすおそれが

::;; ~1 -==ーーdコ Jζ9 0 

注意

・悼の前は点検、整備を行って下さいa
・各部のポノレト・ナットなどのゆるみや、ピンの脱落がないカ惇認して下さい。
・カバー類をはずしたら、ぽ取り付庁亡下さい。

A 

タ一、の若脱クト dノ

仏警告 作業援の着脱は平坦な場所で行う
作業滋の著践は、平坦で安定した場所で行って下さい。

夜間は、適切な照明をしてください。

{守らないと〕

事故を引きおこすおそれがあリます3

一

(3 ) 



仏警告 作業携の下にもぐったり、 足を入れない

作業機の下にもぐったり、

ください。

〔守らないと〕

何かの原因で作業楼が下がったときに、

うおそれがあります。

A主 危険 運転時はジョイントカバーを外さないでください

プ持{噌
守らないと

ジョイントに巻き込まれて傷害事故をおこすおそれが

あります。

� 宝さととニユ Cコ 霊い作業122を付けるときはウエイトでバランスを取る。

重い作業阪装着したときは、フロントにノイランスゥ 62 
エイ トを付けて、 バランスを保ってください。

守らないと

バランスを崩し事故を引き起こすおそれがあります。

4主 ，-r毛主予
/ーこ"主主

' ~ ..; -) l'イ
ーzτつL トー

-エンジンを止め、 註享ブレーキをかけて PTO 変速を中立にしてください。

-二人以上で着脱を行う場合は、 互いに合図を確認しあって作業してください。

-ユニパーサノレジョイントの止めピンが確実に拍溝にはまったか確認してください。

-取付け部の止めピンが全て確実に装着されているか確認してください。

主径一ヒ天E~T

Jl :、斗ー二三こ,,-;.- Eョ
ιーー'-， 、ムd、

公道走行時は作業法の装着禁止

公道走行をするときは、

守らないと ]

道路交違法違反です。

-1-・ -ふ・・

ヨ三 9 0 

作業携を取り外してください。

事故をひきおこすおそれがあり

(4) 



U 一、?・-

Jコニ ag‘A 
トラク夕、作業12に迂記者以外の人を乗せないでください。

-作業t~の回転を止めて走行してください。

トラククの落下速度調整ハンドノレを回して必ず油圧ロックをしてください。

-旋回するときは、作業援に人や物が接触しないよう注意してください。

・作業i設を装着した場合機体寸注が大きくなるので移動走行時は十分注意して

ください。

-溝のある農道や、両側ガ頓斜している農道では、路肩に充介注意して移動して下さい。

匡訂今号の出/"'-.り

l! 注意
・園場に入る時 l土、必ず前進で速度を下げて、あぜや段差に対して直角に進んでく

(あぜや段差に対して斜め方向に進むと、横滑りや転倒する危険があり

直角に進めてください。)

ださい。

ます。作業楼を低くして童心を下げ、

ーーー守­
〈ニコとしてごし、る一

一
一

戸
r

寸

に巻き付いた草苓を取る時はエンジン停止回転部(爪、刃、結等)空さ告必

〔守らないと〕

機械に巻き込まれて、重傷を負うおそれがあります。

& 警告 子供を近づけない
子供には十分注意し、近づけないようにしてください。

〔守らないと〕

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

(5) 
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事故ゃちさ抵の日;棄を引きおこします。

〔守らないと〕

作業ちさが異常作動し、

仏
・措ifA全業者がある場合i土、動作ごとに合宿をかわして下さい。
.回転部分なと奇くところには触れないで下さい。

、一ー
心こ，E23‘

『ユ.由
唱同園園圃，崎-

〈ご二:-と二
-;7'・

..-:;コ::>r 弓壬斗と汝うクてフア

様械から諮れるときは作業撲を地面に降ろしてエンジンを止める

平坦で安定した場所に置き、

必ず注草ブレーキを掛け給止めを

ん
一
口

一
一
一
一
一

楼械から捻れるときには、

込

エンジンを止めて、

してください。

作業携を地面に降ろしてください。

〔守らないと〕

トラクタが重力きだし、

(6) 



必

J長ヰ-会やオ:各系内の とき

� 警告 点検室婦は平坦で安定した場所でおこなう
交還の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない

平坦で安定した場所で、トラクタの前拾には鈴止め

をして点検整備をしてください。

〔守らないと〕

楼採が転倒するなど、豆、わぬ事故をまねくおそれが

あります。

注意

-点検、整備時はトラクタのエンジンを止めて下さいq
-楼械の下にもく'ったり、下で作業しないで下さい。
・キャスターなどカ有いている場合、車止めをして千撲して下さい。

(7) 



ヨミデ全会引:反貝占りイ寸げイ立霞童
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-安全受信友ラベルカ弔損したり、はがれた場合は、上記番号にて
手記の上、姑り直して下さい。
'新しいラベルを泊る場合は、汚れを完全にふさ取って、乾いた
面にしてもとの位震に貼って下さい。

(8) 
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工，ぞ三ト剖玄のぞろ矛かくオートドロッパーイ士ヰミ莱〉

梱包状態

本 体

ロワリンクブラケット 左右各 i 3 S 、 4 S 、 o S のみ

レバー フ レー ム B 、 N 付

エクステンションナイフ 2 B 、 W 、 N 付

オ 一 ト ヒ 、ゾ チ 3 S 、 4 S のみ

、/
ヨ イ ン ト ASI00-CV550 3 S 、標準 3 P のみ

ンノ ヨ イ ン ト 4 S 用ジョイント、 4 S のみ

トップブラケット 1 1 標準 3 P 仕様のみ

サイドプレート R
トップブラケット

カバーリフト

エクステンション

ナイフ

カバー

サイドプレートし
ゾュー 1) ンチピン

カバー

レバー

ボルト
M12X45 



1 _各部の名称くコンテナ台仕様〉

梱包状態

本 体

ロワリンクブ、ラケット 左右各 1 3 S 、 4 S 、 o S のみ

コ ン ア ナ ぷ口入 リンチピン付、コンテナ台仕様のみ

エクステンションナイフ 2 B 、 W 、 N 付

オ 一 ト ヒ 、ソ チ 3 S 、 4 S のみ

γ ヨ イ ン ト ASI00-CV550 3 S 、標準 3 P のみ

4 S 専用ジョイント 4 S のみ

トップブラケット 1 1 標準 3 P 仕様のみ

トップフゃラケット ノマイプフレーム

エクステンション

ナイフ

ハンソウセーフティ

/ カバー

サイドプレート L
ユ

、γ

コンテナ



2. オートヒッチ安芸事喜子ヌゴ法

宅三ジユニバーサルジョイントの長さはトラクタ

により異なりますので\装着する前 lこ必ず

販売店にご相談下さい。

《診作業機の着脱は平坦地で行い、周りに人が

いないことを確かめてから行って下さい。

①オートヒッチを図のようにトラクタに装着し

て下さい o

@必ずエンジンを止めて行って下さい。

②トラクタ油圧によりトップリンク部のフックを、作業機の A の部分にひっかけ吊

り上げて下さい。この時\レバーを立てて下さい。自動的に口ワリンクも結合さ

れます。

@シューはあらかじめ図のように一番下げておいて下さい。

③レバーをロックして下さい。



④ユニバーサルジョイントを装着して下さい。

トラクタ側 作業機側

広角

⑤ジョイントのカノてーが回転しないように、付属チューンをトラクタ又は作業機に

固定して下さい。

⑤トラクタのチュックチェーンを左右均等に張って下さい。

⑦作業深さに応じてシューの高さを調整して下さい。

又、 トップリンクで、作業姿勢を調整して下さい。サイドプレート前端が地面と

垂直な姿勢が標準です。 トップリンクを長くすると浅くなり、短くすると深くな

りますので、土の条件に合わせて決めて下さい。

③脱着時は、シューを一番下げて、装着と逆の ]1慎序で行って下さい。

@日農工標準オートヒッチが 4 S の場合

は\専用ジョイントを使用しています

ので、安全力パーを図のように逆向き

に付け変えて下さい。

P
E
Z
 



3_ 手合 、活ヨ

給油箇所

A: グリースニップル 5 力所

作業前に補給

B: チェーンケースカバー内各チェーン

シーズン始めにグリースを箆布

C: ギヤボックス

ギヤオイル #80 1.2Q 

1 回目 2 0 時間後

2 回目以降 100 時間毎

その(也ユニバーサノレジョイントのグリ

ースニップル 2 カ所 作業前に補給

4 _ {-"í=三多喜三日寺の活三護主

(1) P T 0 回転数は 3 0 0 ~ 4 0 0 rpmの範囲で、使用して下さい。
(2)作業速度は O. 5 ~ 1 . 5 km/hが標準ですが、作物の状態や土の条件 iこ合わせて

決めて下さい。

(3) P T 0 クラッチを入れる時は、エンジン回転を低速で入れ、徐々に回転を上げ
て下さい。

(4)作業中、本機を下げたまま旋回はしないで下さい。

(5)本機を上げたまま PTO を高速回転しないで下さい。

5- 不多重方フ守、とま

、ジンを止めてから本機を清掃し、移動し作業終了後、 PTO クラッチを切り\

て下さい。

d三D 移動時には絶対に PTO クラッチを入れないで下さい。



6. イ呆宍デ宅言王里

(1) 作業終了後には\本体をよく清掃し\各滑動部 iこ給油して下さい。

(2) ボルト・ナット類の緩み及びピン類の脱落がないか点検して下さい。

( 3) 作業シーズン終了後の保守管理は次の点にご留意下さい。

①各部の清掃を完全に行い、給油箇所はすべてに給油して下さい。

②各部を点検し、損傷した部分があれば早めに修理または部品の交換をして下

さし\。

③格納する場合には、必ず台の上に置き、湿気やゴミのない場所に安定よく格

納して下さい。



7_ ヌ「一一トド亡2 ツノマー- ~こ「っし\一ご

オートドロツノマーを使用する場合は\図の様 iこ組み立てて下さい。

リフトレバーのロープを操作することによって、 トラクタに乗ったままで\ ドロツ
ノマーの開閉ができます。

トラクタのオペレータ

グリースニップル
(作業前に補給〉

フレーム

フロントフレーム
シュートはつけたまま



積載量は、長イモコンテナ 3 個分です。 ド口ッパーに入れ過ぎますと、トラクタ前

輪が浮き上がり非常に危険ですので積み過ぎに注意して下さし ì 0 

畦の高さに合わせて、高さが 2 段調整できます。

=コ『
rモヨこr

R ピン

イ底



女介て、::;
一ムを上にずず、らして調整して下さい。

をゆるめてリフトフレ

リフトフレーム

V ベルト LA51

ボルトム

調整代がなくなったり V ベルトの損傷がある場合は新しい V ベルト (L A 5 7) 
《オレンジ》と交換して下さい。



8_ コンテナ舌テ Cこっし\て

コンテナ台を使用する場合は、下図のように組み立て、シュートは取り外して下さ

い。積載出来るコンテナは 2 0 kg入コンテナ 3 ヶまでで\全積載重量を 6 0 kg 以下

iこして下さい。畦の高さに合わせて\高さが 2 段調整できます。

50 由m コンテナ台

低い

-10-



FIJベー~聞か//www.sasaki吋 þ

本社・工場/〒034“8618 普森県十和国市大字三本木字星ノ沢1 働259

営 業 部/〒034-8618 青森泉十和由市大字三本木字壁ノ沢1 働259
部品窓口/〒03斗8618 青森県十和闇市大字三本木字里ノ沢ト259
1操北営業所/〒034∞01 青森県十和田市大字三本木持/沢 1 ・75
仙台営業所/干989・ 1631 宮城県柴田郡柴邸前東船迫2-4・ 11
関東営業所/千329-0201 栃木県Ij\山市粟宮 1241-9
長問曽業所/〒954-0124 新潟県長問命中之島六枚毘1982刊
向山営業所/干702-8002 岡山県間山市中区桑野 110-2

TEし 0176・22・3111 FAX 0176柑22-8607

TEL 0176-22-0170 FAX 0176舗25引27

TEL 0176・25-3170 FAX 0176暢25-3171

TEL 0176欄23-0354 FAX 0176・23-9655

TEL 0224・58・7780 FAX 0224る8暢7782

TEし 0285-45欄8911 FAX 0285-45-8910 

TEし 0258-66-0888 FAX 0258-66-0988 

TEL 086柵274“9508 FAX 086-274働9510

1004-HN1250 
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